
　（別紙４-２） 事業所名：　グループホーム　ほーぷ旭川　　

作　成　日：　平成　２９年　１０月　２０日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 49

身体機能維持や気分転換などに繋がる散歩や
買い物、事業所前庭での日光浴やお茶会など、
身近な所を利用した日常的な外出支援を期待し
たい。

町内会の散歩や行事の参加。買い物外出の
支援をする。

買い物や町内会の散歩外出の支援が出来るよ
うに職員が共通理解をして実践する。

1年

2 35

近所には川があり、停電や地震を含む風水害に
備えての実践的訓練、避難場所や経路の確認
に伴い家族への周知、防寒対策や屋内の一時
的避難場所の確保と、独自の災害時備蓄品の
用意、非常時に備え救命法の受講を期待する。

避難訓練（年2回）実施継続。災害時に備え
て家族や町内会等と協力していただけるよう
に依頼する。

自然災害に対しての避難場所や経路の確認。
救命法の受講、備蓄品について等は法人本部
や町内会と協力を得て実践する。

1年

3 6

マニュアルのみならず外部研修や内部研修等で
も、身体拘束や虐待をしないケアのあり方を学
び、職員の共通理解に繋げる取り組みに期待し
たい。

職員が身体拘束や虐待をしないケアのあり
方を学び、共通理解に繋げるよう取り組む。

身体拘束や虐待をしないケアのあり方について
の研修会等へ参加する。

1年

4 4

家族の出席は若干得られているが、今後も出席
の要請を続け、さらなる会議の活性化を期待す
る。また、メンバーである地域の方々を通して、
地域交流への広がりにも期待したい。

利用者様家族や地域の方々の参加者出来る
様に工夫する。

開催日を行事後にする等して、気軽に多くの方
に参加していただける工夫をする。町内会の行
事等へ参加をする。

1年

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


